
　2024年の（社）生命保険文化センターの「生命保険に
関する全国実態調査」(以下「実態調査」)では、生命保険
(個人年金含む、簡保、JA、県民共済・生協等含む)の世帯
加入率(以下「加入率」)は89.2%であった。実態調査は、
1965年から3年毎に実施されており、この調査での加入
率が一般に生命保険加入率とされる。加入率は2015年
以降、90％弱でほぼ一定である。
　加入率がこのような状況であることから、1から加入率
を引いた数である世帯非加入率（以下「非加入率」）も
10％強で推移している。この非加入率について、世帯主
年代別に2015年からの推移を確認したものが資料1で
ある。

　非加入率を世帯主年代別にみると、20-30代の若年世
帯では上昇、生命保険加入者の大宗を占める40-60代で
は安定、70歳以上の高齢者世帯で低下となっている。結
果として、2024年調査では高齢世帯の非加入率は若年
世帯より低くなった。
　以下、非加入率が上昇している若年世帯について、実
態調査での生命保険非加入の理由、生命保険について不
足していると考える知識を問う質問への回答状況を分析
し、若年層の生命保険非加入への対応の重要性について
考える。

若年世帯の生命保険非加入率が近年上昇

　2024年と2015年の実態調査では、生命保険非加入
世帯に対し、非加入理由を全く同じ質問で尋ねている。こ
の2回の調査結果を比較して示したのが資料2である。

　2024年、2015年調査とも非加入理由として一番多い
のは「経済的余裕がない」である。しかし2024年調査では
これを理由とする人の割合は、15％pt低下している。そ
れに代わって、「生命保険の必要性を感じない」を理由と
する人が18％pt増加している。また「ほかの貯蓄方法の
ほうが有利」「厚生年金などの国の社会保障を期待」とい
うことを理由にする人も増えている。
　このように、足元での若年世帯での非加入率の高さは
経済的余裕がないという事情による部分は確かに大きい
ものの、非加入率の高まりについては生命保険というも
のへの認識の変化が背景にある可能性がうかがえる。

　ここでは若年世帯での生命保険への理解の状況を確

若年世帯の非加入理由の変化

若年世帯の生命保険について不足している知識

若年世帯で高まる生命保険非加入率の課題を考える
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資料1 世帯主年代別生命保険非加入率の推移

（出所）�実態調査データを基に第一生命経済研究所作成

資料2 若年世帯の生命保険非加入理由（複数回答）

（出所）�資料1と同じ
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認する。資料3は、2024年における「不足していると考え
る生命保険の知識」に対する回答を非加入若年世帯と全
体について示したものである。
　これをみると、非加入の若年世帯は全ての事項で全体
より生命保険に関する知識が不足していると考えている
人の割合が大きくなっている。特に「どういった保障が必
要なのか」に関する知識が不足しているとの回答の割合
は5割を大きく超えている。このような状況が、生命保険
加入が進まない背景となっていると考えられる。
　では、資料1でみた近年の若年世帯の生命保険非加入
率の上昇にあわせて、この生命保険に関して不足してい
る知識の状況はどのように変化しているのだろうか。この
点を検証するため、同質問における若年非加入世帯と全
体の回答それぞれについて、2015年と2024年との差異
を確認した（資料4）。
　この資料から、若年生命保険非加入世帯では2015年
から2024年にかけて、ほとんどすべての生命保険に関す
る知識について、不足しているとする人の割合が全体と
比べ大きく増加していることがわかる。先にみた、「どう
いった保障が必要なのか」に関する知識が不足している
と回答した人の割合も20％pt以上増加している。

同じ若年の生命保険非加入世帯でも、2024年と2015
年の生命保険に関して不足している知識に関する状況は
大きく悪化していることがうかがえる。

　ここまで、若年世帯の非加入理由、及び生命保険に関
する知識の状況を確認した。
　若年世帯では生命保険に関する知識が他の世代より不
足しており、そしてこれが拡大していることにより生命保険
非加入率が高まっている可能性が指摘できる。若年世帯
は、将来の生命保険加入者の中核となる層である。若年世
帯でこのような傾向が固定化することは、将来の我が国全
体での生命保険非加入率の高まりに繋がる可能性がある。
　現在は、超少子高齢化が進み、社会保障制度の大幅な
見直しが避けて通れない状況である。その中では、自助
努力である生命保険の重要性は低下することはなく、む
しろ高まっていくことと考えられる。これを踏まえると、ま
ず非加入率が高まっている若年層に対して生命保険の役
割、機能を正しく伝え、生命保険に対する理解を深めてい
くことが重要であり、官民が協力して、これを推進してい
く必要があろう。

若年世帯の非加入率改善の重要性

資料3 不足していると考える生命保険の知識
（複数回答）

（出所）�資料1と同じ

資料4 若年の生命保険非加入世帯が不足していると考
える生命保険の知識の変化（2024年と2015年
の差異　複数回答）

（出所）�資料1と同じ
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